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東日本大震災津波による被災児童の状況 

 

１ 被災児童の状況〔令和４年５月現在〕                    （ ）内は令和３年 5月現在の状況 

 

(1) 被災孤児・遺児の居住地域の状況 

                                     【単位：人】 

区  分 
被 災 孤 児 被 災 遺 児 

 内 訳  内 訳 

県内居住 

福祉総合相談センター管内 
44 

（48） 

9（10） 
279 

（287） 

70（ 74） 

一関児童相談所管内 12（13） 83（ 88） 

宮古児童相談所管内 23（24） 126（125） 

県外転出 50（45）  211（203） 

死 亡  1（ 1）   ０ 

合  計 ９４ ４９０ 

 

(2) 孤児の里親委託状況 

                                    【単位：人】 

里親委託の有無 人 数 類   型 人 数 

里親委託あり 11（17） 
養育里親（おじおば等下記以外の親族） 5（11） 

親族里親（祖父母等扶養義務者） 6（ 6） 

里親委託なし 83（77） 

離父母による養育 8（10） 

その他親族による養育 6（ 7） 

児童福祉施設等に措置（震災前からの入所含む） 1（ 3） 

里親解除 67（56） 

死亡 1（ 1） 

計 ９４  

 

(3) 孤児の未成年後見人の選任状況 

                【単位：人】 

区  分 人  数 

選任済み 22（22） 

選任無し（親権変更） 0（ 2） 

対象外（20歳以上） 70（68） 

その他 2（ 2） 

計 ９４ 
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２ 要保護児童等への支援 

現 在 の 対 応 状 況 今後の対応方向 

① 被災孤児・里親支援 

・ 児童相談所による被災孤児に対する情報提供、里親に対する訪

問支援等の実施 

・ 県里親会に委託し、被災孤児を養育する里親等を対象に宮古、

釜石、気仙の３地区で里親サロンを開催 

・ 児童相談所による被災孤

児に対する情報提供、里親

に対する訪問支援等の実施 

・ 被災孤児を養育する里親等

を対象に宮古、釜石、気仙の３

地区で、概ね隔月で１回程度、

里親サロン等を実施 

② 被災遺児・ひとり親支援 

・ 市町村と連携しながら相談体制を確保し、訪問・電話で各種制

度の利用を促進 

・ 親向けのサロン「つどいのわ」、子どもを対象としたプログラム

「ワンデイプログラム」を実施 

・ 震災関連事業としては、

令和２年度をもって終了。

以降は、沿岸地域の通常の

ひとり親支援において継続

対応 

③ いわての学び希望基金（未就学児童給付事業） 

・ 被災孤児・遺児を対象とした「いわての学び希望基金」の給付

金を給付 

・ 対象児童全員が就学した

ことから事業終了 

④ 子どものこころのケア 

 ・ 「いわてこどもケアセンター」を岩手医科大学（矢巾町）に設

置するとともに、沿岸３地区を巡回し、専門的なこころのケアを

実施 

【延べ相談件数】 

 延べ相談件数 

R2 1,278件 

R3 2,319件 

 

【参考：岩手医大児童精神科 被災地枠延べ受診件数】 

 延べ開設日数 延べ受診件数 新患数 

H30 373日 7,900件 276人 

R1 243日 4,372件 185人 

R2 141日 1,665件 70人 

R3 137日 1,922件 61人 
 

【相談日（完全予約制）】 
 

センター 月曜日～金曜日 

巡 回 
宮古地区 釜石地区 気仙地区 

毎週月曜日 毎週木曜日 毎週火曜日 

・ 診療については、令和元

年９月に移転開設された岩

手医科大学附属病院児童精

神科へ引継ぎ 

・ 医大児童精神科との連携

により、沿岸地域での相談

支援、支援者研修を継続実

施 

 

 

 

⑤ 被災児童に対する遊びの支援（令和２年度実績） 

・ 東日本大震災いわて子ども支援センター(県社会福祉事業団)に、沿岸

地域の児童の健全育成のための遊びの支援等の事業を委託 
事 業 名 回 数 参加人数 

遊びの支援（わんぱく広場） 12回 1,147人 

保育士等を対象とした研修 27回 1,719人 

未就学児対象の親子研修 27回 4,799人 
 

・令和２年度をもって事業終

了 

 


